通知書

前略　貴社は通知人に対し、平成○年○月○日付書面をもって、貸付日　　　年　　月　日、元金及び利息、損害金合計金○○円の貸金の支払いを催告する書面を送付されています。しかしながら、通知人は、そのような借入金について詳細は不明ですが、仮に貴社の通知書にあるような借り入れがあったとしても、５年以上の弁済をしておりません。よって商法５２２条により、貴社の通知人に対する債権は時効消滅しております。

通知人は、本書面において右時効援用の意思表示を致します。従って、通知人に対する請求は今後一切なさらないようお願い致します。                              　　　　　　　　　　　　　　 

草々

平成○年○月○日

通知人　○県○市○町○○　　　　□　□　　□　□

被通知人　○県○市○町○○

株式会社○○○○　代表取締役　△△△△　殿

注　１　消滅時効を援用する通知書です。

　　２　債務が存在していたことが明らかであれば、その旨を記載してもよいのですが、詳細は不明としておくこともできます。この通知書では詳細不明としておきました。債務があるかないか不明だが、仮に借入金があったとして、時効により消滅しているという、通知内容になります。

　　３　債務があっても支払わないというのは、不当なようにも思われますが、法律上は長期間権利を行使しなかった債権者にも落ち度があること、期間の経過により証拠、たとえば領収書等も紛失してしまうのが通常であることから消滅時効の制度が認められています。但し、債務があるのは明らかなので、時効が成立していても支払うことはできますから、時効の主張をする場合は消滅時効により支払う責任がないという消滅時効の効果を受ける意思を表示することが必要となり、それが援用という制度です。

　　４　最近は債権を譲渡されたと称して、過去の債権を請求してくる会社もありますから、十分検討されてから支払うなり、消滅時効を援用するなりすると良いでしょう。

　　　但し、時効期間経過後に債務を認めたり、一部を支払うと事項を援用できなくなることがありますので、そのようなことにならないよう注意が必要です。

